
【
研
究
ノ
ー
ト　

特
集　

立
命
館
と
戦
争
（
立
命
館
百
年
史
を
追
補
し
て
）】

学
徒
勤
労
動
員
中
に
お
け
る
九
人
の
犠
牲
者

史
資
料
セ
ン
タ
ー
オ
フ
ィ
ス
　
齋
藤
　
　
重

《
は
じ
め
に
―
学
徒
勤
労
動
員
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
未
完
事
項
再
調
査
》

立
命
館
学
園
が
一
九
四
三
年
の
い
わ
ゆ
る
学
徒
出
陣
に
関
わ
る
調
査
を
行
っ
た
の
は
、
一
九
九
二
年
～
一
九
九
三
年
に
か
け

て
で
あ
っ
た
。
一
九
九
三
年
は
「
学
徒
出
陣
五
〇
周
年
」
の
節
目
に
あ
た
り
、
全
国
の
大
学
と
同
様
に
本
学
園
で
も
実
態
調
査

を
行
っ
た
（
一
）。

当
時
の
「
立
命
館
百
年
史
編
纂
室
」（
二
〇
一
五
年
に
立
命
館 

史
資
料
セ
ン
タ
ー
と
し
て
発
展
改
組
）
は
、
一
九
九
二
年
後

期
か
ら
学
内
諸
文
書
を
組
織
的
に
収
集
し
、
文
科
系
学
生
の
学
徒
出
陣
に
関
わ
る
六
冊
の
名
簿
を
入
手
し
た
。
一
九
九
三
年
八

月
こ
の
名
簿
を
手
が
か
り
と
し
て
、
予
備
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
そ
の
回
答
を
元
に
『
立
命
館
百
年
史
紀
要
第
二
号
』

（
一
九
九
四
年
）
に
中
間
報
告
を
、『
立
命
館
百
年
史
紀
要　

別
冊
第
二
号
』（
一
九
九
六
年
）
に
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
を
含
め
た
報

告
冊
子
を
発
行
し
て
い
る
。

立
命
館
学
園
は
戦
後
「
平
和
と
民
主
主
義
」
を
教
学
理
念
に
掲
げ
、
そ
の
具
現
化
の
一
つ
と
し
て
一
九
九
二
年
に
は
、
日
本

初
の
大
学
立
・
平
和
博
物
館
「
立
命
館
大
学
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
を
設
立
し
た
。
当
時
の
大
南
正
瑛
総
長
、
安
齋
育
郎
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立
命
館
大
学
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
館
長
代
理
（
国
際
関
係
学
部
教
授
）
ら
が
先
頭
に
立
ち
、
世
界
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
学

徒
出
陣
五
〇
年
に
あ
た
っ
て
の
「
私
立
大
学
総
長
・
学
長
の
共
同
声
明
」（
一
九
九
三
年
一
二
月
）
の
呼
び
か
け
人
と
な
る
な
ど

学
園
あ
げ
て
平
和
の
取
り
組
み
を
行
っ
た
（
二
）。

そ
の
一
環
と
し
て
立
命
館
大
学
に
お
け
る
学
徒
出
陣
・
学
徒
勤
労
動
員
に
お
け
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。
こ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
は
、「
学
徒
出
陣
」
だ
け
で
な
く
「
学
徒
勤
労
動
員
」
の
実
態
調
査
に
も
重
点
を
お
き
「
学
徒
出
陣
と
不
可
分
の
関

係
」
と
位
置
付
け
た
予
備
調
査
で
あ
っ
た
。
そ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①�

学
徒
出
陣
・
学
徒
動
員
の
体
験
を
メ
モ
し
て
下
さ
い
。

記
入
事
項
は
、
勤
労
動
員
か
出
陣
か
、
陸
軍
か
海
軍
か
、
配
属
部
隊
名
、
参
戦
の
状
況
、
あ
る
い
は
所
属
施
設
名
と
任

務
（
仕
事
）
の
内
容
な
ど
・
自
由
な
形
式
で
メ
モ
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
戦
後
体
験
で
思
い
出
に
残
る
こ
と
な
ど
も
、
御

記
入
下
さ
い
。

②�

現
在
で
も
続
い
て
い
る
同
窓
の
会
と
そ
の
連
絡
先
、
音
信
の
あ
る
同
窓
生
、
あ
る
い
は
こ
の
機
会
に
消
息
を
訪
ね
て
み

た
い
同
窓
生
に
つ
い
て
、
お
差
し
支
え
な
い
限
り
、
お
教
え
下
さ
い
。

③�

ま
た
、
戦
争
体
験
と
立
命
館
を
偲
ぶ
資
料
・
写
真
類
で
閲
覧
・
借
覧
な
ど
で
き
る
も
の
が
あ
れ
ば
ご
連
絡
下
さ
い
。
ま

た
、
そ
う
し
た
資
料
等
で
調
査
す
べ
き
所
な
ど
の
情
報
も
お
聞
か
せ
下
さ
い
。（「
ア
ン
ケ
ー
ト
記
入
用
紙
」）

し
か
し
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
集
約
過
程
で
困
難
が
生
じ
完
遂
で
き
ず
に
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
が
、「
学
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徒
勤
労
動
員
」
の
調
査
で
あ
っ
た
。

そ
の
理
由
に
つ
い
て
、「
学
籍
簿
に
は
学
徒
勤
労
動
員
関
係
の
記
録
も
あ
る
が
、
学
部
に
よ
っ
て
記
録
が
あ
っ
た
り
、
な
か
っ

た
り
し
て
、
実
態
把
握
が
で
き
な
い
た
め
」
と
述
べ
、
調
査
方
法
の
検
討
も
含
め
学
徒
勤
労
動
員
の
実
態
調
査
は
課
題
で
あ
る

と
さ
れ
た
（
三
）。

そ
の
後
、
学
徒
勤
労
動
員
の
実
態
調
査
は
進
め
ら
れ
ず
今
日
に
至
っ
て
い
る
が
、
当
時
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
中
に

は
、「
勤
労
動
員
中
に
四
名
の
学
友
の
犠
牲
者
を
出
し
た
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
な
ど
勤
労
動
員
中
に
犠
牲
と
な
っ
た
学
生
・
生

徒
の
事
実
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

す
で
に
戦
後
七
四
年
が
過
ぎ
た
今
日
、
現
在
の
学
生
達
と
同
世
代
の
青
年
が
、
戦
死
や
軍
需
工
場
先
の
空
襲
や
過
労
で
亡
く

な
っ
た
事
実
も
忘
れ
さ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
す
で
に
、
調
査
か
ら
も
二
五
年
が
過
ぎ
、
各
学
部
や
教
学
機
関
に
残

さ
れ
た
戦
前
の
非
現
用
資
料
は
散
逸
し
、
学
徒
出
陣
や
勤
労
動
員
に
関
す
る
調
査
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

史
資
料
セ
ン
タ
ー
で
は
二
五
年
前
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
見
直
し
、
特
に
勤
労
動
員
中
に
犠
牲
に
な
っ
た
学
生
、
生
徒
の
記

録
を
残
す
こ
と
に
し
た
。

見
直
し
の
中
で
、
勤
労
動
員
先
で
犠
牲
に
な
っ
た
学
生
・
生
徒
が
九
名
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
調
査
を
進
め
て
い

く
と
、
そ
の
犠
牲
者
の
死
亡
原
因
も
必
ず
し
も
空
襲
に
よ
る
犠
牲
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。

勤
労
先
の
不
衛
生
な
住
居
環
境
や
ひ
ど
い
食
事
に
よ
る
病
死
、
ま
た
劣
悪
な
労
働
環
境
、
労
働
条
件
の
悪
さ
に
よ
る
過
労
死

な
ど
様
々
な
原
因
に
よ
っ
て
亡
く
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
人
た
ち
も
勤
労
動
員
中
の
犠
牲
者
と
し
て

と
ら
え
な
お
し
て
、
ど
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
犠
牲
と
な
っ
た
の
か
可
能
な
限
り
明
ら
か
に
し
た
。
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こ
れ
ら
の
学
生
・
生
徒
は
、
勤
労
動
員
が
通
年
化
（
四
）
さ
れ
た
一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
か
ら
終
戦
ま
で
の
間
に
犠
牲
と

な
っ
て
い
た
。
本
来
な
ら
『
国
家
総
動
員
法
』
が
公
布
（
一
九
三
八
年
）
さ
れ
て
か
ら
終
戦
ま
で
の
立
命
館
学
園
で
の
勤
労
動

員
の
実
態
調
査
が
行
わ
れ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
今
後
に
残
さ
れ
た
課
題
で
あ
る
。

第
一
章　

豊
川
海
軍
工
廠
空
襲
に
よ
る
犠
牲
者

豊
川
海
軍
工
廠
は
、
海
軍
兵
器
の
生
産
を
目
的
に
、
一
九
三
九
（
昭
和
一
四
）
年
に
開
庁
し
た
。
機
銃
お
よ
び
弾
丸
や
艦
船

で
使
用
す
る
測
距
儀
、
双
眼
鏡
、
射
撃
装
置
な
ど
を
生
産
し
機
銃
生
産
に
関
し
て
は
日
本
最
大
規
模
で
東
洋
一
の
兵
器
工
場
で

あ
っ
た
。

学
生
た
ち
は
主
に
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
一
二
月
に
新
た
に
設
置
さ
れ
た
光
学
部
で
双
眼
鏡
や
測
定
儀
、
磁
気
羅
針
儀

な
ど
の
航
海
兵
器
を
製
造
し
て
い
た
。

わ
た
し
は
豊
川
海
軍
工
廠
で
は
フ
ラ
イ
ス
盤
で
長
さ
一
ｍ
、
直
径
一
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
余
の
鉄
管
の
中
央
部
に
七
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
×
一
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
位
の
平
面
に
削
る
作
業
で
し
た
。
そ
の
作
業
は
人
間
魚
雷
の
潜
望
鏡
の
レ
ン
ズ

に
あ
た
る
部
分
を
造
っ
て
い
た
（
五
）。

一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
八
月
七
日
に
豊
川
海
軍
工
廠
は
空
襲
を
受
け
た
。
そ
の
日
の
午
前
一
〇
時
一
三
分
、
米
軍
第

三
一
四
爆
撃
団
に
よ
る
最
初
の
空
襲
が
始
ま
り
、四
爆
撃
団
が
三
編
隊
を
組
み
合
計
三
、二
五
六
発
も
の
爆
弾
が
一
〇
時
三
九
分
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ま
で
の
二
六
分
間
に
投
下
さ
れ
た
。
こ
の
空
襲
は
一
分
間
に
一
二
五
発
も
の
爆
弾

が
投
下
さ
れ
る
と
い
う
言
語
に
絶
す
る
激
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
退
避

命
令
も
遅
れ
二
、五
〇
〇
名
以
上
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
た
。

遺
体
は
第
二
工
員
養
成
所
（
こ
の
第
二
工
員
養
成
所
は
現
在
「
慰
霊
碑
」
の
建

立
さ
れ
て
い
る
諏
訪
墓
地
付
近
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
）
の
庭
に
並
べ
ら
れ

た
（
六
）。

こ
の
空
襲
で
勤
労
動
員
さ
れ
て
い
た
専
門
部
学
生
四
名
が
犠
牲
に
な
っ
た
。
同

所
で
勤
労
奉
仕
を
し
て
い
た
友
人
は
、
そ
の
時
の
様
子
を
こ
う
語
っ
て
い
る
。

そ
の
爆
撃
が
終
わ
っ
て
み
た
ら
、
立
命
館
の
一
緒
に
い
た
連
中
が
四
人
お

ら
ん
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
、
早
速
探
し
ま
し
た
。
私
は
、
相
原
和
男
君
が

私
の
隣
の
部
屋
で
寝
泊
り
し
て
い
た
も
ん
で
す
か
ら
、
ど
う
し
て
も
見
つ
け

て
や
ら
な
あ
か
ん
と
思
っ
て
、
工
場
の
東
か
ら
西
ま
で
三
日
、
四
日
か
け
て

ず
っ
と
遺
体
を
探
し
回
り
ま
し
た
。
空
襲
が
一
〇
時
か
一
一
時
ご
ろ
で
し
た

か
ら
、
何
も
食
べ
ず
に
広
い
海
軍
工
廠
の
工
場
に
転
が
っ
て
い
る
遺
体
を
ず
っ
と
見
て
回
り
ま
し
た
。
随
分
沢
山
の
遺
体

の
顔
を
見
ま
し
た
が
、「
違
う
」「
こ
こ
に
は
な
い
」
と
い
っ
て
必
死
で
探
し
回
り
ま
し
た
。
結
局
四
人
は
わ
か
ら
ず
じ
ま

い
で
、
と
う
と
う
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
当
に
遺
族
の
方
々
に
お
詫
び
し
た
い
気
持
ち
で
す
。

豊川海軍工廠の学生たちの寮（第一男子学徒寮）にて
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立
命
館
大
学
昭
和
二
二
年
専
経
同
窓
会
「
学
徒
勤
労
動
員
と
豊
川
海
軍
工
廠
の
空
襲
を
語
る
」

こ
の
空
襲
の
犠
牲
者
と
な
っ
た
学
徒
は
次
の
人
た
ち
で
あ
る
。

相
原
和
男
　
石
川
巌
　
津
野
森
正
　
本
田
義
次

な
つ
か
し
い
郷
里
の
お
母
さ
ん

遠
い
豊
川
の
地
よ
り

お
元
気
で
昭
和
二
〇
年
一
月
一
日
の
元
旦
を
、
お
迎
え
下
さ
る
様
お
祈
り
し
ま
す
。

何
時
も
思
う
こ
と
は
お
母
さ
ん
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

僕
の
健
康
を
祈
っ
て
下
さ
る
お
母
さ
ん
お
元
気
で

遠
い
豊
川
の
生
産
戦
線
よ
り　
　

義
次　
　
（
本
田
義
次
の
「
日
記
」
よ
り
）

本
田
義
次
は
、
こ
の
日
記
を
記
し
た
後
、
お
母
さ
ん
に
会
う
こ
と
な
く
亡
く
な
っ
た
。
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諏訪墓地に建立された慰霊碑

愛知県豊川市の諏訪墓地
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第
二
章　

東
洋
高
圧
工
業
㈱
に
お
け
る
犠
牲
者

一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
、
立
命
館
専
門
学
部
工
学
科
化
学
工
業
科
の

学
生
達
六
八
名
は
、
九
州
の
三
工
場
に
分
か
れ
て
動
員
さ
れ
た
。
そ
の
三
工

場
は
、
東
洋
高
圧
工
業
㈱
大
牟
田
工
業
所
（
福
岡
県
大
牟
田
市
）
三
四
名
、
三

菱
化
成
工
業
㈱
牧
山
工
場
一
七
名
（
福
岡
県
八
幡
市
枝
光
）、
日
産
液
体
燃
料

㈱
若
松
工
場
一
七
名
（
福
岡
県
若
松
市
二
鳥
）
で
あ
る
（
七
）。

こ
の
動
員
さ
れ
た
三
工
場
の
一
つ
東
洋
高
圧
工
業
㈱
大
牟
田
工
業
所
で
は

二
名
の
学
生
が
犠
牲
に
な
っ
た
。

そ
の
一
人
は
辻
勇
で
あ
る
。
辻
た
ち
は
一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
六
月

か
ら
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
六
月
下
旬
ま
で
東
洋
高
圧
工
業
㈱
大
牟
田

工
業
所
に
勤
務
し
た
。

辻
は
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
五
月
に
過
労
が
原
因
で
死
亡
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。
学
籍
簿
に
は
「
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
五
月
二
七
日
大
牟

田
ニ
テ
動
員
中
死
亡
、
除
籍
」
と
事
実
の
み
が
記
載
さ
れ
、
死
亡
原
因
が
勤

労
動
員
中
の
過
労
死
で
あ
っ
た
こ
と
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
同
級
生
は
辻
の
死
因
が
過
労
死
で
あ
っ
た
と
証
言
し
て
い
る
。

「
約
一
年
間
硫
安
硫
酸
の

（
マ
マ
）製
造
に
従
事
。
辻
勇
君
を
病
気
で
失
う
。
食
料
不
足
と
闘
い
な
が
ら
奮
闘
し
た
。」

勤労動員（昭和 19 年）を前に化学工業科（旧応用化学科）
の仲間たち
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（
Ａ　

昭
和
二
〇
年
専
一
電
）

「
東
洋
高
圧
工
業
に
て
一
名
（
辻
勇
）
が
過
労
死
。
製
造
機
械
が
老
朽
の
た
め
生
産
量
が
低
下
。」

�

（
Ｓ　

昭
和
二
〇
年
專
一
化
工
）

動
員
先
の
労
働
は
、
昼
一
一
時
間
、
夜
間
一
三
時
間
の
連
続
無
休
作
業
と
い
う
過
酷
な
も
の
だ
っ
た
。
ま
た
、
食
事
は
満
州

大
豆
（
粗
悪
な
豆
と
当
時
い
わ
れ
て
い
た
）
を
多
く
混
ぜ
た
だ
け
の
お
粗
末
な
食
事
で
あ
っ
た
。
そ
ん
な
劣
悪
な
環
境
の
中
で

辻
は
亡
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

も
う
一
人
は
Ｈ
で
あ
る
。

Ｈ
は
「
爆
撃
（
一
九
四
五
年
八
月
七
日
大
牟
田
空
襲
）
で
死
ん
だ
と
聞
い
た
（
八
）」
と
回
想
さ
れ
て
い
る
が
、「
立
命
館
の
学
生

で
は
な
い
」
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
立
命
館
の
学
生
た
ち
は
東
洋
高
圧
工
業
㈱
大
牟
田
工
業
所
を
一
九
四
五
（
昭

和
二
〇
）
年
六
月
下
旬
に
引
き
上
げ
た
の
で
、
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
八
月
七
日
の
大
牟
田
空
襲
に
は
遭
遇
し
て
い
な
い

は
ず
、
だ
か
ら
Ｈ
は
立
命
館
の
学
生
で
は
な
い
、
と
の
見
方
（
九
）
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
後
発
見
さ
れ
た
資
料
『
督
学
報
告
（
工
学
科
動
員
実
施
調
書
）』
に
は
、
小
さ
く
尚
書
と
し
て
「
派
遣
期
間
ハ

成
績
良
好
ナ
ル
場
合
ハ
一
ケ
年
間
ニ
延
長
予
定
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
動
員
先
で
成
績
優
秀
者
は
引
き
続
き
勤
務
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
す
で
に
勤
労
動
員
は
通
年
化
し
て
お
り
、
Ｈ
が
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
年
）
六
月
以
降
も
残
留
し
、

八
月
七
日
の
大
牟
田
空
襲
の
被
害
を
被
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
引
き
続
き
詳
細
な
調
査
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

厳
し
い
勤
労
動
員
だ
っ
た
が
、
動
員
先
で
は
こ
ん
な
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
逸
話
も
残
っ
て
い
る
。
昭
和
一
九
年
六
月
、
立
命
館
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専
門
学
部
工
学
科
化
学
工
業
科
の
学
生
Ｔ
・
Ｏ
（
昭
和
二
〇
年
工
業
化
学
科
卒
）
は
、
日
産
液
体
燃
料
㈱
若
松
工
場
（
現
・
北

九
州
市
若
松
区
）
に
勤
労
動
員
で
勤
務
し
て
い
た
。
そ
の
時
の
思
い
出
が
あ
る
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

北
九
州
も
Ｂ
二
九
爆
撃
機
が
飛
来
し
、
毎
日
が
灰
色
だ
っ
た
。
あ
る
夏
の
宿
舎
の
灯
火
管
制
の
下
、
Ｔ
・
Ｏ
さ
ん
が
弾

く
マ
ン
ド
リ
ン
の
「
東
京
娘
」（
一
〇
）
は
わ
た
し
の
胸
に
や
さ
し
く
明
か
り
点
し
て
く
れ
た
。
こ
の
若
き
日
の
懐
か
し
い
思
い

出
の
色
を
今
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
三
章　

名
古
屋
造
船
所
㈱
に
お
け
る
犠
牲
者

名
古
屋
造
船
㈱
は
一
九
四
一
（
昭
和
一
六
）
年
に
設
立
さ
れ
、
一
九
六
四
（
昭
和
三
九
）
年
に
石
川
島
播
磨
重
工
業
㈱
と
合

併
し
、
同
社
名
古
屋
造
船
所
と
な
る
。

一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
に
名
古
屋
造
船
㈱
で
勤
労
動
員
中
に
Ｔ
は
死
亡
し
た
。
そ
の
原
因
は
、
不
衛
生
な
住
居
環
境
や

ひ
ど
い
食
事
と
過
労
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
同
級
生
だ
っ
た
Ｋ
・
Ｔ
、
Ｍ
・
Ｔ
は
同
社
の
劣
悪
な
労
働
環
境
を
こ
う
語
っ

て
い
る
。寄

宿
舎
に
入
っ
て
夜
の
食
事
に
食
堂
に
行
き
ま
し
た
。
豆
粕
（
ま
め
か
す
）
の
た
く
さ
ん
入
っ
た
ご
飯
が
丼
鉢
に
つ
け

て
あ
る
が
、
蝿
が
い
っ
ぱ
い
た
か
っ
て
い
て
と
て
も
食
べ
る
気
が
し
な
い
が
、
そ
れ
で
も
上
の
方
を
す
て
て
中
の
方
を
少

し
た
べ
ま
し
た
が
、
と
て
も
の
ど
を
通
ら
な
か
っ
た
。
寄
宿
舎
の
部
屋
は
蚊
が
ぶ
ん
ぶ
ん
飛
び
手
足
、
顔
ま
で
さ
さ
れ
て
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一
晩
中
蚊
と
の
闘
い
だ
っ
た
。
寝
不
足
と
空
腹
、
暑
さ
に
困
惑
し
た
。
Ｋ
・
Ｔ
（
昭
和
二
〇
年
專
一
法
）

宿
舎
は
埋
立
地
の
用
水
を
飲
料
水
と
し
て
い
た
た
め
、入
寮
す
る
と
全
員
下
痢
を
し
た
が
、診
療
も
し
て
も
ら
え
な
か
っ

た
。
全
員
で
会
社
に
待
遇
改
善
を
も
と
め
ま
す
が
一
向
に
改
善
さ
れ
ず
、
友
人
の
Ｔ
さ
ん
は
亡
く
な
っ
た
。
Ｔ
さ
ん
が
亡

く
な
っ
た
日
に
初
め
て
医
師
が
や
っ
て
き
た
。
会
社
側
と
待
遇
改
善
を
話
し
合
い
ま
す
が
、
一
向
に
改
善
さ
れ
る
様
子
も

な
い
の
で
、
全
員
学
校
に
引
き
上
げ
ま
し
た
。（
Ｍ
・
Ｔ
昭
和
二
〇
年
專
一
法
）

学
生
た
ち
は
、
会
社
に
労
働
環
境
の
改
善
を
交
渉
す
る
が
い
っ
こ
う
に
改
善
し
な
い
会
社
に
対
し
て
憤
慨
し
て
い
た
。
そ
の

交
渉
途
中
で
Ｔ
は
病
気
で
死
亡
し
た
。
こ
の
事
を
き
っ
か
け
に
学
生
達
は
「
一
同
ハ
此
ノ
会
社
ヲ
引
キ
上
ゲ
」（『
学
督
報
告
』）

て
い
る
。
学
校
に
引
き
上
げ
た
後
、
リ
ー
ダ
ー
は
退
学
処
分
を
受
け
、
学
生
た
ち
の
行
動
に
理
解
を
示
し
て
い
た
立
命
館
出
身

の
先
輩
社
員
も
社
内
の
非
難
を
受
け
、
辞
表
を
提
出
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

学
校
に
引
き
上
げ
て
き
た
彼
ら
は
、
す
ぐ
に
別
の
会
社
で
あ
る
愛
知
時
計
電
機
㈱
に
動
員
さ
れ
る
が
、
そ
の
動
員
先
の
愛
知

時
計
電
機
㈱
で
は
、
会
社
の
幹
部
や
工
員
達
が
名
古
屋
造
船
㈱
で
の
一
件
を
知
っ
て
お
り
、
彼
ら
を
白
眼
視
し
た
。
さ
ら
に
、
憲

兵
や
特
高
（
特
別
高
等
警
察
）
も
危
険
思
想
を
持
つ
集
団
と
し
て
そ
の
動
静
を
監
視
す
る
。
そ
の
時
の
様
子
を
『
督
学
報
告
』

は
「
立
命
館
学
徒
ノ
状
況
」
と
し
て
次
の
よ
う
に
報
告
（
一
一
）
し
て
い
る
。

「
会
社
ノ
幹
部
ヨ
リ
工
員
ニ
至
ル
マ
デ
、
名
古
屋
造
船
ニ
於
ケ
ル
経
緯
ヲ
知ち

悉し
つ

シ
テ
事
毎
ニ
白
眼
視
ス
ル
ト
云
ウ
」、
そ
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の
事
実
に
対
し
て
大
学
側
は
、「
不ふ

憫び
ん

ニ
シ
テ
涙
ヲ
催
ス
程
ナ
リ
」
と
生
徒
に
同
情
し
、
生
徒
た
ち
の
と
っ
た
行
為
を
「
名

古
屋
造
船
ノ
不
誠
意
ト
ソ
レ
ニ
依
ル
学
友
ノ
死
ニ
同
情
シ
テ
一
時
ニ
感
情
ノ
激
発
セ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
決
シ
テ
悪
質
ノ
モ
ノ

ニ
非
ズ
」

戦
争
末
期
の
情
勢
を
考
え
る
と
大
学
の
学
生
た
ち
に
対
す
る
精
一
杯
の
弁
護
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
名
古
屋
造
船
㈱
の

ひ
ど
い
労
働
環
境
の
た
め
に
亡
く
な
っ
た
Ｔ
も
犠
牲
者
で
あ
る
と
考
え
る
。

こ
の
事
件
は
戦
時
下
の
事
件
と
し
て
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
詳
細

な
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

第
四
章　

㈱
播
磨
造
船
所
に
お
け
る
犠
牲
者

㈱
播
磨
造
船
所
は
兵
庫
県
相
生
の
村
長
唐
端
清
太
郎
を
中
心
に
相
生
の
繁
栄
を

図
っ
て
出
資
者
が
募
ら
れ
、
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
に
播
磨
船
渠
㈱
と
し
て

設
立
さ
れ
、
第
一
次
大
戦
後
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
に
鈴
木
商
店
が
買
収
し
て

㈱
播
磨
造
船
所
と
な
る
。
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
に
帝
国
汽
船
㈱
に
合
併
し
、
更

に
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
に
は
㈱
神
戸
製
鋼
所
と
合
併
し
播
磨
造
船
工
場
と

な
る
。
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
に
は
同
社
か
ら
独
立
し
て
㈱
播
磨
造
船
所
と
な

り
、
戦
後
一
九
六
〇
（
昭
和
三
五
）
年
一
二
月
に
石
川
島
重
工
業
と
合
併
す
る
。

播磨造船所跡付近。当時の造船所は 
入り江の奥にあったようだ。
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『
㈱
播
磨
造
船
所
五
〇
年
史
』
に
は
、
勤
労
動
員
さ
れ
た
生
徒
た
ち
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

学
徒
動
員
（
学
徒
勤
労
動
員
）
は
国
家
動
員
計
画
の
最
後
の
も
の
で
決
死
の
段
階
に
入
っ
た
一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）

年
よ
り
各
学
校
の
学
生
生
徒
が
入
社
し
た
。
制
服
姿
の
青
年
学
徒
が
船せ
ん

台だ
い

上
で
ハ
ン
マ
ー
や
ス
パ
ナ
を
使
い
、
炎
天
下
あ

る
い
は
寒
風
の
も
と
で
働
く
姿
は
り
り
し
く
、
ま
た
悲
壮
な
も
の
で
あ
っ
た
。

㈱
播
磨
造
船
所
に
お
け
る
犠
牲
者
は
、ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
っ
て
立
命
館
第
二
中
学
校
の
生
徒
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。立

命
館
第
二
中
学
校
の
勤
労
動
員
数
は
二
七
八
名
で
、
そ
の
内
訳
は
三
年
生
一
三
八
名
、
二
年
生
一
四
〇
名
、
合
計
二
七
八
名
で

あ
っ
た
。
生
徒
達
の
大
部
分
は
播
磨
造
船
所
興
亜
寮
（
の
ち
に
工
和
寮
）（
一
二
） 

に
入
寮
し
終
戦
ま
で
勤
労
動
員
を
続
け
た
。

当
時
、
播
磨
造
船
所
に
勤
労
動
員
さ
れ
た
Ｋ
・
Ｋ
（
昭
和
二
一
年
二
中
）
は
、
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
（「
清
和
会
報

一
一
号
」）。

こ
の
寮
は
埋
め
立
地
で
木
造
二
階
建
て
、
満
潮
時
は
海
水
が
す
ぐ
近
く
ま
で
押
し
寄
せ
て
く
る
劣
悪
な
環
境
で
衛
生
設

備
も
悪
く
、ま
た
給
食
は
と
う
も
ろ
こ
し
入
り
の
丼
鉢
一
杯
と
一
汁
一
菜
と
ひ
も
じ
い
思
い
を
し
た
。昭
和
一
九
年
夏
、赤

痢
が
発
生
し
二
人
の
生
徒
が
死
亡
し
た
。
ま
た
、
同
年
一
〇
月
鋳ち
ゅ
う

造ぞ
う

工
場
で
溶
解
炉
の
ク
レ
ー
ン
が
転
覆
し
数
名
の
生
徒

が
大
や
け
ど
を
負
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。昭
和
二
〇
年
に
な
る
と
再
三
の
空
襲
が
あ
っ
て
、終
戦
ま
で
惨
々
な
日
々
で
あ
っ

た
。
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こ
の
死
亡
し
た
学
徒
二
名
は
勤
労
動
員
下
で
の
犠
牲
者
と
い
え
る
。
調
査
の
結
果
、
こ
の
二
人
は
Ｋ
・
Ｏ
と
Ｓ
・
Ｔ
と
思
わ

れ
、
勤
労
先
の
不
衛
生
な
環
境
か
ら
赤
痢
が
発
生
し
、
そ
の
犠
牲
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
勤
労
動
員
先
で
犠
牲
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
た
九
名
の
方
々
の
調
査
を
す
す
め
て
き
た
が
、
ま
だ
ま
だ
真
実
に
と

ど
か
な
い
部
分
も
あ
り
、
引
き
続
き
調
査
が
必
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
同
時
に
今
回
の
調
査
が
少
し
で
も
犠
牲
者
へ
の
鎮

魂
歌
と
な
り
、
学
園
の
記
録
と
し
て
残
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

注（
一
）
本
学
が
お
こ
な
っ
た
「
学
徒
出
陣
」
調
査
で
は
、
全
て
在
学
中
に
兵
役
に
就
い
た
こ
と
を
「
学
徒
出
陣
」
と
し
て
お
り
、
一
九
三
六
（
昭

和
一
一
）
年
か
ら
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
ま
で
の
期
間
を
調
査
範
囲
と
し
て
い
る
。
一
般
的
に
は
一
九
四
三
（
昭
和
一
八
）
年
一

〇
月
二
日
に
「
在
学
徴
集
延
期
臨
時
特
例
（
勅
令
第
七
五
五
号
）」
が
公
布
さ
れ
た
以
降
に
徴
集
さ
れ
た
学
徒
を
「
学
徒
出
陣
」
と
考

え
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

（
二
）『
立
命
館
百
年
史　

通
史
三
』
第
三
章
第
六
節
世
界
に
向
け
て
平
和
の
発
信
（
ｐ
一
二
二
八
－
一
二
五
七
）

（
三
）「『
学
徒
出
陣
』
等
の
調
査
に
つ
い
て
」（
報
告
）
常
任
理
事
会
運
営
委
員
会
一
九
九
四
年
一
月
三
一
日

（
四
）
一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
三
月
七
日
「
決
戦
非
常
措
置
要
綱
ニ
基
ク
学
徒
動
員
実
施
要
綱
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
四
月
一
七
日
に
文

部
省
訓
令
第
一
一
号
「
決
戦
非
常
措
置
要
綱
ニ
基
ク
学
徒
勤
労
動
員
ニ
関
ス
ル
件
」
が
だ
さ
れ
る
。
こ
の
訓
令
は
「
今
や
中
等
学
校
程

度
以
上
ノ
学
徒
ハ
挙
テ
常
時
勤
労
ソ
ノ
他
ノ
非
常
任
務
ニ
服
ス
ヘ
キ
」
と
し
て
、
学
徒
勤
労
動
員
の
通
年
化
を
文
部
省
が
各
学
校
に
命

令
し
た
。

（
五
）
立
命
館
大
学
昭
和
二
二
年
専
経
同
窓
会
「
学
徒
勤
労
動
員
と
豊
川
海
軍
工
廠
の
空
襲
を
語
る
」

（
六
）『
豊
川
市
桜
ケ
丘
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
』
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（
七
）
立
命
館
『
督
学
報
告
』
立
命
館
は
一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
六
月
に
「
立
命
館
督
学
制
度
」
を
新
設
し
た
。
こ
の
督
学
制
度
と
は
「
決

戦
下
ノ
学
園
全
般
ノ
教
授
、
訓
育
、
修
練
、
勤
労
作
業
及
ビ
保
健
等
ノ
振
興
ニ
付
之
ヲ
査
察
、
督
励
シ
、（
中
略
）
戦
時
国
家
ノ
緊
喫

要
請
ニ
綜
合
統
一
セ
シ
ム
ル
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
作
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
勤
労
動
員
先
の
実
態
は
毎
月
報
告
さ
れ
、
戦
時
下
の
限

界
は
あ
る
も
の
の
学
生
、
生
徒
の
労
働
実
態
、
環
境
衛
生
な
ど
が
一
部
分
は
わ
か
る
。
そ
の
『
督
学
報
告
書
』
は
発
見
さ
れ
、
重
要
な

資
料
と
し
て
史
資
料
セ
ン
タ
ー
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

（
八
）『
む
つ
ご
ろ
う
の
歩
み　

殉
難
学
徒
の
霊
に
捧
ぐ
』（
福
岡
県
立
伝
習
館
動
員
学
徒
の
記
録
）
笠
間
万
太
編
集　

一
九
七
七
年
よ
り

（
九
）
大
牟
田
市
で
は
、
一
九
四
四
（
昭
和
一
九
）
年
七
月
八
日
未
明
の
米
軍
Ｂ
二
九
が
初
め
て
来
襲
し
写
真
撮
影
偵
察
し
て
以
来
、
米
軍
に

よ
る
空
襲
は
、
一
一
月
二
一
日
に
三
池
・
通
町
空
襲
、
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
六
月
一
八
日
未
明
、
七
月
二
七
日
未
明
、
七
月
三

〇
日
、
八
月
七
日
、
八
月
八
日
、
八
月
八
日
夕
刻
と
連
続
的
に
空
襲
を
受
け
た
。
東
洋
高
圧
工
業
㈱
大
牟
田
工
業
所
に
勤
労
動
員
さ
れ

て
い
た
学
生
達
は
、
一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
六
月
一
八
日
の
空
襲
に
遭
遇
し
ま
す
が
、
幸
い
学
生
達
に
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
大
学
側
は
学
生
達
の
安
全
を
考
慮
し
て
六
月
下
旬
に
京
都
に
引
き
上
げ
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
『
む
つ
ご
ろ
う
の
歩
み　

殉
難
学
徒
の
霊
に
捧
ぐ
』
の
い
う
八
月
七
日
の
大
牟
田
空
襲
に
立
命
館
の
学
生
は
遭
遇
し
て
い
な
い
、
と
い
う
見
方
が
あ
る
。

（
一
〇
）『
ジ
パ
ン
グ
倶
楽
部
』
二
〇
一
六
年
六
月
号　

文
中
の
「
東
京
娘
」
は
当
時
の
流
行
歌
で
あ
る
。

東
京
娘　
　

作
詞 

佐
藤
惣
之
助
、
作
曲 

古
賀
政
男　

藤
山
一
郎
が
歌
っ
て
流
行
っ
て
い
た
。

（
一
一
）
昭
和
一
九
年
八
月
に
督
学
報
告
マ
ル
秘
『
中
京
方
面
出
動
学
徒
勤
労
状
況
視
察
報
告
』（
立
命
館
）
に
「
愛
知
時
計
電
機
株
式
会
社
」

視
察
報
告
書
が
あ
る
。
そ
の
報
告
書
の
中
で
、
い
か
に
名
古
屋
造
船
㈱
の
医
療
設
備
が
ひ
ど
く
死
亡
し
た
Ｔ
さ
ん
が
充
分
な
治
療
を
受

け
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
か
を
、
同
じ
よ
う
に
病
気
に
な
っ
た
Ｔ
・
Ｓ
さ
ん
の
例
を
あ
げ
て
報
告
し
て
い
る
。

「
本
校
Ｔ
・
Ｓ
ハ
大
腸
カ
タ
ル
ニ
テ
入
院
シ
居
レ
リ
ト
聞
キ
病
床
ニ
之
ヲ
見
舞
ヒ
タ
ル
ニ
、
充
分
手
厚
キ
看
護
受
ケ
ツ
ツ
ア
リ
、
…

Ｔ
・
Ｓ
君
ノ
父
母
交
々
、『
名
古
屋
造
船
ニ
テ
立
命
館
学
徒
一
名
死
亡
セ
シ
時
ノ
実
情
ト
比
較
シ
テ
、
之
ナ
ラ
バ
安
心
シ
テ
我
ガ
兒
（
子
）

ヲ
託
シ
得
ル
、
名
古
屋
造
船
ハ
誠
ニ
冷
淡
ニ
シ
テ
何
等
ノ
設
備
モ
無
ク
、
御
話
ニ
ナ
ラ
ヌ
会
社
デ
ア
ル
』
ト
申
シ
居
タ
リ
」

又
、
生
徒
た
ち
が
名
古
屋
造
船
で
お
か
れ
て
い
た
ひ
ど
い
状
態
と
会
社
の
体
質
に
つ
い
て
も
報
告
さ
れ
、
抗
議
を
し
て
学
校
に
引
き
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上
げ
た
学
生
た
ち
の
行
動
を
擁
護
し
て
い
る
。

「
重
役
ハ････

学
徒
ノ
心
理
ヲ
知
ラ
ズ
設
備
モ
不
完
全
ニ
シ
テ
、
名
古
屋
地
方
ノ
人
々
ハ
名
古
屋
ノ
三
大
地
獄
ノ
随
一
ナ
リ
ト
称
シ
、

何
人
此
ノ
会
社
ニ
働
ク
ヲ
欲
セ
ズ
」
の
よ
う
な
会
社
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
会
社
で
あ
る
た
め
医
療
設
備
が
不
備
な
た
め
「
立
命
館
学

徒
一
名
の
死
亡
者
ヲ
出
シ
タ
リ
、
之
ニ
憤
慨
シ
テ
一
同
ハ
此
ノ
会
社
ヲ
引
キ
上
ゲ
タ
者
ナ
リ
」

（
一
二
）
興
亜
寮
（
の
ち
に
工
和
寮
）
の
入
寮
者
は
主
に
勤
労
学
徒
、
一
部
一
般
工
員
で
し
た
。
所
在
地
は
工
場
よ
り
少
し
離
れ
た
相
生
市
千

尋
に
あ
り
、
木
造
、
瓦
葺
、
二
階
建
で
、
約
四
六
二
二
坪
の
土
地
に
一
九
棟
建
設
さ
れ
て
い
た
。
各
地
か
ら
動
員
さ
れ
た
学
徒
が
入
寮

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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